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ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
通
じ
た
横
浜
市
と
の
連
携

　

横
浜
市
立
大
学
（
Ｙ
Ｃ
Ｕ
）
は
、

Ｙ
Ｃ
Ｕ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
国
際
都
市

横
浜
と
共
に
歩
み
、
教
育
・
研
究
・

医
療
分
野
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を

果
た
す
こ
と
を
そ
の
使
命
と
し
、

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
市
民
の

誇
り
と
な
る
大
学
を
目
指
す
」
の

も
と
、
本
学
が
有
す
る
知
的
資
源

を
、
学
生
・
市
民
・
社
会
に
対
し

て
積
極
的
に
還
元
し
て
参
り
ま
し

た
。
そ
の
中
で
本
稿
で
は
、
横
浜

市
の
国
際
協
力
事
業
と
の
連
携
に

焦
点
を
当
て
、
特
に
横
浜
市
大
が

事
務
局
を
務
め
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

 

　 

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ン
ソ
ー
シ

１  

ア
ム
（
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）
に

　

 

　 

つ
い
て

　

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（IA

C
SC

: International 
A

cadem
ic C

onsortium
 for 

Sustainable Cities

）
は
、
都
市

問
題
の
解
決
を
学
術
的
な
立
場
か

ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
２
０

０
９
年
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
（
ア
ジ

ア
太
平
洋
都
市
間
協
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
横
浜
市
は
名
誉
会
長
）

横
浜
大
会
へ
の
参
画
を
契
機
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
主
に
ア
ジ
ア
の

都
市
と
都
市
に
あ
る
大
学
、
な
ら

び
に
世
界
銀
行
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
は

じ
め
と
し
た
国
際
機
関
等
と
協
働

し
、
都
市
の
抱
え
る
課
題「
環
境
」

「
ま
ち
づ
く
り
」「
公
衆
衛
生
」
な

ど
の
解
決
に
向
け
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
で
は
２
０
１
０
年

よ
り
毎
年
、
参
加
大
学
が
持
ち
回

り
で
総
会
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
、
研
究
者
や
学
生
の
交

流
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ

Ｃ
の
特
徴
の
一
つ
は
、
都
市
の
問

題
を
大
学
だ
け
で
な
く
国
際
機
関

や
自
治
体
と
連
携
し
て
取
り
組
む

点
に
あ
り
ま
す
（
※
１
）。
特
に

横
浜
市
は
１
９
６
０
年
代
か
ら
の

「
六
大
事
業
」
に
代
表
さ
れ
る
都

市
デ
ザ
イ
ン
や
「
公
害
対
策
よ
こ

は
ま
方
式
」
と
い
わ
れ
た
公
害
防

止
協
定
の
締
結
等
、
都
市
の
問
題

を
他
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｃ

に
お
い
て
も
、
み
な
と
み
ら
い
以

降
の
新
し
い
横
浜
の
ま
ち
づ
く
り

を
含
む
多
く
の
知
見
を
、
市
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
か
ら
お
話
し
頂
い
て

い
ま
す
（
※
２
）。
横
浜
市
が
こ

れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
都
市
開
発

や
ま
ち
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
都

市
課
題
克
服
の
過
程
は
、
特
に
経

済
成
長
が
著
し
い
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
知
見
で

あ
り
、
そ
の
共
有
は
多
大
な
国
際

貢
献
・
国
際
協
力
と
呼
べ
る
で

し
ょ
う
。

 

２ 

　 

Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ｐ
と
次
世
代
教
育

　

Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
活
動
を
推
進

し
、大
学
や
都
市
間
連
携
の
強
化
、

国
際
社
会
で
指
導
的
役
割
を
果
た

せ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
」

を
目
的
と
し
て
、
横
浜
市
大
は
グ

ロ
ー
バ
ル
都
市
協
力
研
究
セ
ン
タ

ー
（GCI: Global Cooperation 

Institute for Sustainable 
Cities

）
を
２
０
１
１
年
に
設
立

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
Ｇ
Ｃ
Ｉ
の

活
動
の
一
つ
で
あ
る
、
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ

Ｃ
の
「
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り

共
通
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（SU

D
P: 

S
u

s
ta

in
a

b
le

 
U

r
b

a
n 

D
evelopm

ent Program

）」
を

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ｐ

に
お
い
て
も
、
横
浜
市
の
取
り
組

み
は
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ｐ
の
実
施
は
、
Ｉ
Ａ
Ｃ

Ｓ
Ｃ
と
世
界
銀
行
と
の
協
力
協
定

に
基
づ
く
取
り
組
み
が
発
端
と

な
っ
て
い
ま
す
。
都
市
化
は
、
世

界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
お
け
る
経

済
成
長
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
原

動
力
で
あ
る
一
方
、
気
候
変
動
や

汚
染
、
過
密
化
、
ス
ラ
ム
の
急
拡

大
等
を
引
き
起
こ
す
と
の
認
識
の

も
と
、
世
界
銀
行
は
環
境
的
（
エ

コ
ロ
ジ
ー
）
に
も
経
済
的
（
エ
コ

ノ
ミ
ー
）
に
も
よ
り
持
続
可
能
な

都
市
を
計
画
・
開
発
し
、
建
設
・

管
理
す
る
「Eco² Cities

イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
」
を
提
唱
し
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
に
は
「Eco² Cities

第
１
回
国
際
会
議
」
が
横
浜
市
で

開
催
さ
れ
、
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
と
世
界

銀
行
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定

が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
のEco² Cities

の
概
念
を
軸

に
、
近
年
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
：Sustainable 

D
evelopm

ent Goals

）
に
対
応

し
た
都
市
計
画
の
在
り
方
や
、
高

齢
者
社
会
対
応
、
居
住
者
の
高
い

生
活
の
質
の
追
求
と
い
う
公
衆
衛

生
的
観
点
を
加
え
、
あ
る
べ
き
未

来
都
市
像
を
学
習
・
研
究
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ｐ
で
す
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
横
浜
市
大
だ
け

で
な
く
、
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
メ
ン
バ
ー

大
学
の
学
生
も
参
加
し
、
英
語
で

講
義
や
討
論
が
行
わ
れ
ま
す
。
各

国
が
抱
え
る
問
題
を
共
に
理
解
し

合
い
、解
決
策
を
考
え
る
こ
と
は
、

執
筆太

田 

塁

横
浜
市
立
大
学
国
際
商
学
部
教
授
・
グ
ロ
ー

バ
ル
都
市
協
力
研
究
セ
ン
タ
ー
長

IACSC横浜大会（2015年）
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国
際
社
会
で
指
導
的
役
割
を
果
た

せ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
へ
の
一
歩

と
な
る
で
し
ょ
う
。

３ 

　 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
「
草
の
根
技
術
協

　

  

力
事
業
」
で
の
連
携

　

Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
主
テ
ー
マ
で
あ

る
都
市
問
題
の
解
決
は
、
こ
れ
ま

で
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
移

転
と
い
う
形
で
現
実
の
も
の
と
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ

Ｃ
の
活
動
を
推
進
す
る
横
浜
市
大

の
Ｇ
Ｃ
Ｉ
は
、
横
浜
市
と
連
携
し

て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
草
の
根
技
術

協
力
事
業
」
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ｐ
の
よ
う
な
教
育
を

通
じ
た
国
際
協
力
が
長
期
的
視
点

に
立
つ
も
の
な
ら
ば
、
ノ
ウ
ハ
ウ

の
移
転
は
よ
り
短
期
的
に
効
果
を

得
ら
れ
る
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　

Ｇ
Ｃ
Ｉ
が
参
画
し
た
草
の
根
技

術
協
力
事
業
に
「
マ
レ
ー
シ
ア
・

セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
市
の
歴
史
・
自

然
を
活
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

「
横
浜
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
」
新
興

国
へ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
移
転
～
」
が
あ

り
ま
す
。
セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ
イ
市
ブ

キ
マ
タ
ジ
ャ
ン
地
区
旧
市
街
地
の

都
市
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
、お
よ
び
、

街
並
み
環
境
整
備
に
向
け
た
付
属

設
備
等
の
政
策
支
援
が
主
な
実
施

内
容
で
、
２
０
１
５
年
12
月
か
ら

２
０
１
８
年
12
月
ま
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
実
施
主
体
に
は
、
横
浜
市

や
Ｇ
Ｃ
Ｉ
だ
け
で
な
く
、
Ｉ
Ａ
Ｃ

Ｓ
Ｃ
参
加
大
学
で
あ
る
マ
レ
ー
シ

ア
科
学
大
学
、
そ
し
て
１
９
８
０

年
代
に
横
浜
市
と
セ
ベ
ラ
ン
プ
ラ

イ
市
と
同
じ
ペ
ナ
ン
州
に
あ
る
ペ

ナ
ン
市
と
行
っ
た
技
術
職
員
交
流

に
参
加
し
た
現
地
メ
ン
バ
ー
か
ら

構
成
さ
れ
る
「
横
浜
セ
ベ
ラ
ン
プ

ラ
イ
ま
ち
づ
く
り
友
好
委
員
会
」

が
名
前
を
連
ね
ま
し
た
。
多
く
の

困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
様
々

な
主
体
と
取
り
組
む
こ
と
で
成
果

を
生
む
、
横
浜
の
都
市
デ
ザ
イ
ン

手
法
が
そ
の
効
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。
詳
細
は
桂
氏
（
都
市
デ
ザ
イ

ン
室
）
の
記
事
（
参
考
文
献
）
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
別
の
草
の
根
技
術
協
力

事
業
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
、
イ

ロ
イ
ロ
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
推

進
事
業
フ
ェ
ー
ズ
２
」
に
お
い
て

は
、
横
浜
市
と
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

横
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
フ
ィ
ス
と

連
携
し
、
地
域
防
災
・
災
害
公
衆

衛
生
・
ま
ち
づ
く
り
・
障
が
い
者

支
援
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
発
端

と
し
、
本
学
医
学
部
看
護
学
科
の

教
員
を
中
心
と
す
る
Ｇ
Ｃ
Ｉ
公
衆

衛
生
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｃ

参
加
大
学
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
大

学
マ
ニ
ラ
校
と
Ｊ
Ｓ
Ｔ
さ
く
ら
サ

イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
を
通
じ
て
、「
高

齢
化
社
会
と
看
護
」
や
「
日
本
・

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
母
子
保
健

と
看
護
の
役
割
」
と
い
っ
た
テ
ー

マ
の
も
と
、
現
在
で
も
国
際
交
流

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４ 

　 

Ｙ
─Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業
と
の
さ

　

  

ら
な
る
連
携
に
向
け
て

　

横
浜
市
が
廃
棄
物
削
減
と
い
っ

た
都
市
の
課
題
を
解
決
し
た
手
法

と
し
て
、
民
間
セ
ク
タ
ー
と
市
民

社
会
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
参

加
さ
せ
る
こ
と
は
す
で
に
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
こ
の
民
間
セ
ク

タ
ー
と
の
協
働
は
、「
横
浜
の
資

源
・
技
術
を
活
用
し
た
公
民
連
携

に
よ
る
国
際
技
術
協
力
（
Ｙ
─Ｐ

Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業
）」
と
し
て
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の

協
力
機
関
の
一
つ
で
あ
る
ア
ジ
ア

開
発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）
が
２
０
１

７
年
に
第
50
回
Ａ
Ｄ
Ｂ
年
次
総
会

を
横
浜
で
開
催
し
た
際
、
横
浜
市

は
ア
ジ
ア
の
都
市
課
題
の
解
決
に

向
け
て
、
市
の
経
験
や
市
内
企
業

の
技
術
力
を
活
用
し
、
更
な
る
連

携
強
化
を
図
る
こ
と
を
Ａ
Ｄ
Ｂ
と

確
認
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
年

次
総
会
の
「
次
世
代
育
成
セ
ミ

ナ
ー
：
貧
困
削
減
と
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
経
済
成
長
に
向
け
て
～
横

浜
の
若
者
に
よ
る
分
析
と
実
践
的

ビ
ジ
ネ
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
試

み
～
」
に
横
浜
市
大
が
参
加
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
Ｙ
─Ｐ
Ｏ

Ｒ
Ｔ
事
業
を
通
じ
た
連
携
も
深
め

て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
連
携
は
、
ア
ジ
ア
・

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
会
議
で
の
市
大

生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
調
査
報

告
で
す
。
主
に
経
営
学
を
学
ぶ
学

生
が
、
問
題
を
抱
え
る
ア
ジ
ア
の

都
市
に
赴
い
て
現
状
を
理
解
し
、

ま
た
、
市
内
企
業
へ
の
聞
き
取
り

調
査
を
通
じ
て
、
都
市
問
題
へ
の

解
決
策
を
提
示
す
る
も
の
で
す

が
、
２
０
１
７
年
の
参
加
以
来
、

そ
の
提
案
は
横
浜
市
の
関
係
者
か

ら
も
大
変
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
は「
環

境
」「
ま
ち
づ
く
り
」「
公
衆
衛
生
」

の
視
点
か
ら
主
に
活
動
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
新
た
に「
公
民
連
携
」

の
視
点
を
加
え
る
こ
と
で
、
こ
れ

ま
で
と
違
っ
た
解
決
方
法
を
提
示

で
き
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

都
市
の
課
題
を
解
決
す
る
方
法

と
し
て
、
市
民
社
会
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
を
参
加
さ
せ
る
重
要
性

は
横
浜
市
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
、

体
得
し
た
知
恵
で
す
。
そ
れ
を
Ｙ

─Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
事
業
で
実
践
す
る
た

め
に
は
、
多
様
な
関
係
者
と
の
対

話
を
さ
ら
に
創
出
し
、
情
報
を
収

集
す
る
ハ
ブ
機
能
を
強
化
す
る
こ

と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
近
年
日
本

に
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
増

え
、
彼
ら
の
日
本
で
の
就
職
を
促

進
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
委
託

事
業
「
ヨ
コ
ハ
マ
・
カ
ナ
ガ
ワ
留

学
生
就
職
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

横
浜
国
立
大
学
と
横
浜
市
大
を
中

心
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

人
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
留
学
生

の
視
点
を
活
か
す
こ
と
は
、「
真

の
」
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
加

に
繋
が
り
、
都
市
の
問
題
を
解
決

す
る
新
た
な
国
際
協
力
の
形
を
提

示
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
１　
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
主
な
参
加
大
学
と

協
力
機
関

　

タ
マ
サ
ー
ト
大
学
（
タ
イ
）、
マ
レ
ー
シ

ア
科
学
大
学
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
、
ベ
ト

ナ
ム
国
家
大
学
、
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
（
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
）、
仁
川
大
学
校
（
韓
国
）、

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
、
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）、
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
、
世
界
銀
行
、
公
益
財
団
法
人

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）、

横
浜
市
（
２
０
２
０
年
10
月
現
在
）

※
２　

講
演
者

　

２
０
１
１
年
・
信
時
正
人
氏
、
２
０
１

２
年
・
近
藤
隆
氏
、
２
０
１
３
年
・
橋
本

徹
氏
、
２
０
１
５
年
・
関
山
誠
氏
、
２
０

１
６
年
・
小
菅
貴
仁
氏

参
考
文
献

桂
有
生
（
２
０
１
９
）
：
「
横
浜
の
都

市
デ
ザ
イ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
への
技
術
移
転

の
記
録
」、『
調
査
季
報
』、V

ol. 

184

安
藤
保
（
２
０
０
２
）
：
「
横
浜
市
環

境
保
全
協
定
と
そ
の
考
え
方
」、『
紙
パ

技
協
誌
』、
第
56
巻
10
号

横
浜
市
（
２
０
２
０
）
：
生
活
環
境
保

全
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
横
浜
プ
ロ
ジェク
ト
オ
フ
ィ
ス

（
２
０
１
７
）
：
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
イ
ロ

イ
ロ
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
推
進
事
業

（
フェー
ズ
２
）・
最
終
報
告
書


